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2025年度調査報告書

南山大学
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調査実施概要

▷調査趣旨：本学が学生に対して在学中に身につけさせる学力や資質・能力および養成しよう
とする人材像に照らして、卒業生の就職・進学状況等から教育の成果や効果を
検証する。

▷実施対象：2022年度卒業生（2023年3月卒）の就職先企業・公的機関 96社
▷実施方法：Webページ受付フォームによるアンケート調査
▷実施期間：2025年5月1日（木）～5月31日（土）
▷回答数：44件（回答率45.8％）

2※単一回答設問は、四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がございます。
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回答者の基本属性［本社所在地］

数表、グラフの「0」は「-」で表示しております。
また、数表の色分けは全体との比較で付加しておりますが、分析項目の調査数が、
「0」の場合、比較はしていないため色分けをしておりません。
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回答者の基本属性［業種］

数表、グラフの「0」は「-」で表示しております。
また、数表の色分けは全体との比較で付加しておりますが、分析項目の調査数が、
「0」の場合、比較はしていないため色分けをしておりません。
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回答者の基本属性［規模］

数表、グラフの「0」は「-」で表示しております。
また、数表の色分けは全体との比較で付加しておりますが、分析項目の調査数が、
「0」の場合、比較はしていないため色分けをしておりません。

※総回答数44、内0は無回答数
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採用時に重視する能力

数表、グラフの「0」は「-」で表示しております。
また、数表の色分けは全体との比較で付加しておりますが、分析項目の調査数が、
「0」の場合、比較はしていないため色分けをしておりません。

本学が掲げる5つのディプロマ・ポリシー（DP）のうち、採用時に最も重視する能力を一つ選択してもらった。
数値の高い順で以下となった。
1位：多様な人々との共生、協働を可能にするコミュニケーション能力 61.4％
2位：課題解決に寄与する新たな価値を生み出す力 22.7％
3位：問題を解決するために必要な専門知識をもち、それらを使って総合的に判断する力 13.6％

※総回答数44、内0は無回答数
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南山大学が重視する能力がどの程度身についているか

卒業生は本学のディプロマ・ポリシー（DP）がどの程度身についているか、各項目5段階評価で回答してもらった。
「身についている」「ある程度身についている」の数値が高い順に以下となった。
1位：人種、障がい、宗教、文化、性別など様々な違いを認識し、多様性を理解する力、多様性を前提とした人間の尊厳、他者の

尊厳を尊重する力 および 多様な人々との共生、協働を可能にするコミュニケーション能力 97.7％
2位：問題を解決するために必要な専門知識をもち、それらを使って総合的に判断する力 および 課題解決に寄与する新たな

価値を生み出す力 88.6％
3位：地球規模と地域の双方の視点に立って、先入観にとらわれることなく人々と交流することができる国際性 75.0％

数表、グラフの「0」は「-」で表示しております。
また、数表の色分けは全体との比較で付加しておりますが、分析項目の調査数が、
「0」の場合、比較はしていないため色分けをしておりません。

※総回答数44、内0は無回答数
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南山大学が重視する能力がどの程度身についているか
5段階評価のうち「身についている」と回答した者の全体および業種ごとの割合を示した。数値（全体）の高い順に以下となった。
1位：人種、障がい、宗教、文化、性別など様々な違いを認識し、多様性を理解する力 50.0％
2位：多様性を前提とした人間の尊厳、他者の尊厳を尊重する力 および 多様な人々との共生、協働を可能にするコミュニケー

ション能力 47.7％
3位：課題解決に寄与する新たな価値を生み出す力 40.9％
4位：問題を解決するために必要な専門知識をもち、それらを使って総合的に判断する力 38.6％
5位：地球規模と地域の双方の視点に立って、先入観にとらわれることなく人々と交流することができる国際性 27.3％

Top1(身についている)回答

数表、グラフの「0」は「-」で表示しております。
また、数表の色分けは全体との比較で付加しておりますが、分析項目の調査数が、
「0」の場合、比較はしていないため色分けをしておりません。

選択肢の最上位を選んだ回答者が全体の何%か算出した数字。

※総回答数44、内0は無回答数
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卒業生は社会人基礎力がどれくらい身についてるか

数表、グラフの「0」は「-」で表示しております。
また、数表の色分けは全体との比較で付加しておりますが、分析項目の調査数が、
「0」の場合、比較はしていないため色分けをしておりません。

※総回答数44、内0は無回答数

社会人基礎力について卒業生の各能力の習得度を各項目5段階評価で回答してもらった。「高い」「やや高い」の数値が高い順に
以下となった。
1位：他の人と協力して物事を進行する能力（チームワーク力） 97.7％
2位：目的を設定し確実に行動する力（実行力）、自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力）、相手の意見を丁寧に聴く力

（傾聴力）、意見の違いや立場を理解する力（柔軟性） 95.5％
3位：社会のルールや人との約束を守る力（規律性） 93.2％
4位：物事に進んで取り組む力（主体性）、他人に働きかけ巻き込む力（働きかけ力）、課題の解決に向けたプロセスを明らかに

し準備する力（計画力）、自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（情況把握力） 90.9％
5位：現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力）、自分の強みを活かし仲間と協働して目標を達成する能力（リー

ダーシップ力） 86.4％
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卒業生は社会人基礎力がどれくらい身についてるか

5段階評価のうち「身についている」と回答した者の全体および業種ごとの割合を示した。数値（全体）の高い順に以下となった。
1位：社会のルールや人との約束を守る力（規律性） 56.8％
2位：相手の意見を丁寧に聴く力（傾聴力）、他の人と協力して物事を遂行する能力（チームワーク力） 47.7％
3位：目的を設定し確実に行動する力（実行力） 43.2％
4位：現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力）、意見の違いや立場を理解する力（柔軟性）40.9％
5位：物事に進んで取り組む力（主体性）、自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力）、自分と周囲の人々や物事との関係性

を理解する力（情況把握力）、自分の強みを活かし仲間と協働して目標を達成する能力（リーダーシップ力） 38.6％

Top1(高い)回答

数表、グラフの「0」は「-」で表示しております。
また、数表の色分けは全体との比較で付加しておりますが、分析項目の調査数が、
「0」の場合、比較はしていないため色分けをしておりません。

選択肢の最上位を選んだ回答者が全体の何%か算出した数字。

※総回答数44、内0は無回答数
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